
曲
が
り
か
ど
 

い
つ
も
危
険

が
 
か
く
れ
て
い
る
 

新
入
学
（
園
）
児
童
の
交
通

事
故
防
止
運
動
が
始
ま
っ
た
四

月
六
日
、
交
通
安
全
母
の
会
会
 

員
が
歩
行
者
に
花
の
種
子
を
配

り
、
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
 

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け

た
の
は
、
五
所
川
原
市
交
通
安
 

全
母
の
会

（
長
沢
京
子
会
長
）
 

の
会
員
六
人
で

す
。
 

当
日
午
前
十
時
か
ら
丸
大
薬

店
十
字
路
角
に
立
ち
、

朝
顔
の

種
子
あ
わ
せ
て
一
千
袋
を
歩
行

者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
事
故
防
止

を
訴
え
た
も
の
で
す
。
 

「花
を
愛
す
る
気
持
が
、
人

命
の
尊
重
に

つ
な
が
れ
ば
 

」
 

と
い
う
家
庭
の
主
婦

ら
し
い
ソ

フ
ト
な
呼
び
か
け
に
、
歩
行
者

も
足
を
止
め
て
い
ま
し
た
。
 

交
通
安
全
母
の
会
の
各
支
部

で
は
、
学
校
を
通
し
て
児
童

・

生
徒
に
配
っ
た
り
、
あ
わ
せ
て

五
千
袋
の
朝
顔
の
種
子
を
市
民

に
贈
り
ま
し
た
。
 

「関
連
記
事
四

・
五
面
」
 

花
を
愛
す
る
心
で
 

交
通
事
故
の
防
止
を
 

③
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世 帯 数 	14,361 

（昭和54年3 月 1日現在）住民基本台帳から 
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昭和54年（1979年)4 月15H (445号） ② 

・・快適・ わが 
1 千円の使いみち麟難 

ー般会計予算決まる 

L生活環境施設の整備充実 

県支出金 

	 （単位万円） 

5億818万 9 千「リ 
5.7% 

歳 入 

市
の
昭
和
五
十
四
年
度
一
般
会
計
予
算
額
は
、

八
十
九
億
六

千
六
十
九
万
一
千
円
と
決
ま
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
前
年
度
の
当
初
予
算
額
に

比
べ
て
、
九
億
一
千
十

七
万
円
増
の

一
一
・
三％
の
伸
び
率
と
な
り
、
新
年
度
は
、
①
生

活
環
境
施
設
の
整

備
充
実
、
②
産
業
経
済
の
振
興
、
③
教
育
、
 

文
化
、
体
育
の
向
上
を
三
本
の
柱
と
し
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
め
ぎ
し
ま
す
。
 

国庫支出金 

24億507万 4 科リ 

26.8% 

諸収人その他 
32億9,435万 5千円 
14.4% 

市 債 
9億1,440万円 

10.2% 

89億6,069万1千円 

2
産
業

経
済
の

振
興
 

農 業 構 造 改 善 事 業 24.412 

畜 	産 	振 興 事 業 	5. 102 

農 道 整 備 事 業 3.007 

広 域農 道 整 備 事 業 	3.045 

転作営農集団育成事業 

中小企業特別融資対策貸付金 13.000 

下 水 道 事 業 70,346 

市営住宅建設事業 35,486 

消防事務組合への負担金 30,806 

病院事業会計への助成金 10,000 

公 園 整 備 事 業 12.399 

区 画 整 理 事 業 13. 746 

災 害 復 旧 事 業 	4.413 

街 路 整 備 事 業 	7.872 

地方交付税 

19億5,000万円 

21.8% 
Ill 	税 

18億8,867万 3干円 

21.1% 

事
 

園
 
画
 
害
 
路

公
 
区
 
災
 
街
 

整
 
整
 
復
 
整
 

備
 
理
 
旧
 
備
 

業
 
業
 
業
 
業

事
 
事
 
事
 
事
 ため池災害防止事業 	1 .030 ため池災害防止事業 



普通建設事業 

24億7,794万 5 千円 

27.6% 	._- 

I （性 

貸付金その他 
13億3,451万円 

14 .91' 

補助費等 

質ぶ 	89う335万円 

育 費 
11億4,838万 8千円 

12.8% 

土 木 費 

20億2,146万 5 千円 

22 一 6% 

農林水産業費  、， 
5億9,990万 3 千円 

6.7% 

務費 

11億9,464万1千円 

13.3% 

公 民 館 建 設 事 業 24,000 

重要文化財復元事業 3,000 

児 童 館 委 託 料 5,020 

、
 

3

教
育

、
 

 文
化
体

（

の

向
上
 

③ （第3 種郵便物認可） 
	

広報ごしょがわら 
	

昭和54年（1979年）4 月15日（445号） 

昭和54年度特別会計 

国民健康保険事業勘定 20j凱 ,891万 6千円 

市立高等看護学院 	 3,290万1千円 

長者森平和公園造成事業 	605万 4 千円

昭和54年度水道事業会計 

収益的収人 3 億7,135万 5千円

収益的支出 2 億5,532万 5 千円 

資本的収入 	1,050万円 

資本的支出 1億3,320万円

昭和54年度病院事業会計 

収益的収入 20億4,476万円

収益的支出 20億4,476万円 

資本的収入 	8,952万円 

資本的支出 	8,952万円 

89億6,069/Il [19 物 件 費 
8 億930万 2 千円 

100% 	9% 
扶助費 

19億8,631万 6千円 人 件費 
22.2% 	巧億2,926万 8 千円 

17.1% 

第ニ中プール建設事業 	2,100 

看 護 婦 養 成 費 2,525 

学 校 給 食 費 33,170 

視聴覚ライフラI)一整備費 	443 

康…明朗j 
89億6,069万 

ぐマ昇ビ賢％り＝ J血。 

昭和54年度 

、叱叱叱叱叱・、マ、，，、，、ぐで叱一~、てぐ、マ，，マ●ぐ●~ぐ● ‘●vマ●叱●‘●●、了一せマー~vでvイ、マ 

 

~ 

 

	~“’一、 

  

どの子にも 

今日のしあわせ明日の夢 

  

  



広報ごしょがわら 昭和54年（1979年） 4 月15日（445号） ④ （第 3 種郵便物認可） 

夢鷲無無：.．、二へ一 

児童を交通事故から守ろう 
”寺 二一…誓声 ーゴり書い“ 	二‘ " A… 	一一景 二『 	 ‘ 	 富一誉 ． 	＝ 鷺％ 	 一 

g範華津蒜誌猫蕪孤‘蒜縄姦ョ編静i玩ニ尋蒜‘喜編謎姦ふ嚇瀞極,越塑・‘．ぎ孝‘勲ザm竺‘叫り
導望越蕪蕪燕蕪熱避蕪聾，燕蕪き蕪熱蕪蕪熱癌郵痩秘熱建「護蕪ミ 「車

に
気
を

つ
け
て
」
と
 

黄
色
い
帽
子
を
贈
る
 

環
境
緑
化
ま
つ
り
へ
ど
う
ぞ
 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学

お
め
で
と
う
。
車
に
気
を
つ
け

て
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
 

・

フ
に
し
ま
し
よ
」
フ
。
 

入
学
式
が
行
わ
れ
た
四
月
七

日
、
市
立
南
小
学
校
（
長
田
房

弥
校
長
）
の
新
し
い
一
年
生
に

交
通
安
全
の
黄
色
い
帽
子
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
市
が
毎
年
新
入
学
 

（
園）
児童
を
交
通
事
故
か
ら
守

ろ
う
と
贈
り
続
け
て
い
る
も
の

で
、
今
年
も
市
内
十
八
小
学
校

の
新
入
生
八
百
五
十
三
人
と
、
 
 

ほ
か
に
市
立
児
童
館
、
保
育
所
 

（
園）
の
新
し
い
入
園
児
童
に

も
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

黄
色
い
帽
子
は
、
午
前
九
時

か
ら
行
わ
れ
た
入
学
式
の
席
上

贈
ら
れ
ま
し
た
。
寺
田
市

長

と
み
ど
り
の
お
ば
さ
ん
か
ら
新

し
い
一
年
生
百
六
十
二
人

一
人

一
人
に
帽
子
を
か
ぶ
せ
て
や
り

新
一
年
生
は
大
は
し
ゃ
ぎ
。
車

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
と
い
う

市
長
の
呼
び
か
け
に
耳
を
か
た

む
け
て
い
ま
し
た
。
 

ロ
と
き
 
四
月

十
日

（
金）
か

ら
二
十
三
日
（
月
）
 

ま
で
。
 

ロ
と
こ
ろ
 
市

庁
舎
前
「
お
奴
本り

広
場
」
。
 
（
開会

式
は
、
四
月
二
十

日

（
金）
午
前
十

時
か
ら
お
祭
り
広

場
で
行
い
ま
す
。）
 

期
間
中
の
行
事

内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
 

ロ
庭
園
樹
等
の
展
示
即
売
会
 

一
般
庭
園
樹
、
鉢
花
類
、
園
 

芸
用
品
。
 

ロ
校
庭
樹
を
贈
呈
 

市
内
小

・
中
学
校
を
対
象
に
 

贈
呈
、
植
樹
指
導
も
行
い
ま
す
。
 

（
市内
小
・
中
学
校
の
入
学
 

児
童
、
生
徒
に
入
学
記
念
樹
も
 

贈
り
ま
す
。）
 

ロ
苗
木
の
無
償
配
布
 

イ
チ
イ
 

ロ
竹
垣
実
技
講
習
会
 

ロ
と
き
 
四
月
二
十
一
日
 

（土
）
午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
庁
舎
前
「
お

祭
り
広
場
」
 

期
間
中
は
、
ほ
か
に
一
般
市

民
を
対
象
に
会
場
内
で
「
花
と

緑
の
相
談
所
」
、
 「花
と
緑
の

交
換
会
」
を
開
設
す
る
ほ
か
、．

 

「緑
の
羽
根
」
の
募
金
も
行
い

ま
す
。
 

は
か
り
の
検
査
を

受
け
て
下
さ
い
 

四
月
一
日
発
行
の
市
広
報
で

も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
昭

和
五
十
四
年
度
の
計
量
器

（
は

か
り
）
の
定
期
検
査
を
四
月
一
一

十
五
日
か
ら
実
施
し
ま
す
の
で
、
 

商
店
、
農
業
経
営
者
な
ど
で
は

か
り
を
使
用
し
て
い
る
方
は
必

ず
検
査
を
受
け
る
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。
 

な
お
、
定
期
検
査
の
地
区
別

日
程
は
、
四
月
一
日
発
行
の
市

広
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

自
衛
官
一
般

ニ
士
 

（
男
）
募
集
中
 

中
卒
以
上
十
八
歳
か
ら
二
十

四
歳
ま
で
の
若
人
を
常
時
受
付

け
し
て
い
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、

市

・
市
民
課
 

(
，
⑤
一
一一
一
一
番

・
内
線
一
一七

七
番
）
、
ま
た
は
自
衛
隊
五
所

川
原
募
集
事
務
所

（廿
⑤
二
三

〇
五
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
 

「花と緑の市」を開催 

ど の市 
44Ro呼、4件虫e 

t 



広報ごしょがわら 	 昭和54年（1979年）4 月15日（445号） ⑤ （第 3 種郵便物認可〕 

ロ受付場所 市都市計画課 

広 田 団 地 

ロ受付種別 保育所、医院、専門店舗 

ロ受付期問 4 月20日～ 4 月26日まで。 

（平日午前9時～午後4 時まで、土曜日

午前9時～正午まで。） 

詳しくは、青森県住宅供給公社（廿青

森＠1625番）、または市都市計画課（丑

⑤2111番・内線 233番）へお問い合わせ

下さい。 

事業主体 青森県住宅供給公社 

医院等の 

開業希望者を募集 

ロ分譲内容 〇土地分譲するもの 保 

育所、医院 

〇土地及び建物分譲するもの 専門店舗 

津

軽
フ

ラ
ワ
ー

セ
ン

タ
ー
花
だ

よ
り
 

、
、
、
・ノ
 

ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
 

団
員
を
募集
 

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
青
森
第
八

団
で
は
、
次
の
各
部

門
の
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 
四
月
一
一

十
日

（
金
）
 

ロ
申
込
み
先
 
五
所
川
原
商

工
会
議
所

（
胃
⑤
二

一
二
一
番
）
 

成
田
磨
留
子
 

ロ
募
集
人
員
 

⑥
プ
ラ
ウ

ニ
ー

（
小
学
一
年
 

ー
三
年
）
八
人
⑨
ジ
ュ

ニ
ア
 

（
小
学
四
年
ー
六
年

）
六
人
⑨
シ

ニ
ァ

（中
学
生
）
六
人
⑨
レ

ン

ジ
ャ
ー
（
高
校
生

）
八
人
⑨
ァ

ダ
ル
ト

（成
人
）
十
人
 

新
入
学
国

元
童

の

、
 

事
故
防
止
運
動
期
間
中
の
四
月

七
日
、
寺
田
市
長
ら
市
三
役
、
 

全
課
長
が
街
頭
に
立
ち
、
新
入

学

（
園
）
児
童
の
交
通
事
故
防

止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
ほ
か
に
福
田
五

所
川
原
警
察
署
長
は
じ

め
交
通

取
締
警
察
官
、

み
ど
り
の
お
ば

さ
ん
、
交
通
安
全
協

会
、
交
通
指
導
隊
、
 

町
内
会
、
青
年
会
議

所
、
弘
南
バ
ス
等
総

勢
八
十
人
が
参
加
、
 
 

旧
市
内
の
主
な
国
道
筋
の
十
字

路
で
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
事
故
防

止
を
呼
び
か
け
た
も
の
で
す
。
 

丸
大
薬
店
十
字

路
角
で
は
、
 

朝
七
時
三
十
分
か
ら
寺
田
市
長

を
は
じ
め
市
課
長
ら
が
タ
ス
キ

が
け
で
参
加
、
新
し
い
制
服
を

着
て
登
校
途
中
の
新
入
生
や

サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
歩
行
者
に
チ
ー
フ
 

、
ン
を手
渡
し
、
 
「
み
ん
な
で
新

入
学

（
園
）
児
童
を
交
通
事
故

か
ら
守
り
、
ま
た
事
故
に
あ
わ

な
い
よ
う
に
 

」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
 

市
内
神
山

の
「
津
軽
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン
タ

ー
」
 
には
、
四

百
種
ほ
ど

の
草
や
木
が
自
生

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
と
こ

ろ
、
め
っ
き
り
暖
か
く
な
っ

た
日
差
し
を
受
け
て
、
色
と

り
ど
り
の
花
を
木
陰
に
あ
る

い
は
草
陰
に
咲
か
せ
て
い
ま

す
。
 

本
紙
上
に
津
軽
植
物
の
会

会
長
木
村
啓
先
生
に
執
筆
を

お
願
い
し
、
 「
野
草
の
花
だ

よ
り
」
 
コー
ナ
ー
を
設
け
ま

し
た
の
で
、
参
考
の
う
え
家

族
づ
れ
で
お

で
か
け
下
さ
い
。
 

今
、
見
ご
ろ
の
野
草
は

マ
ナ
ガ
か
ン
K
I
I
I
レ

（
ス
ミ

レ
科
）
。テ
ン
グ
ス
ミ
レ
の
別

名
も
あ
り
、
そ
の
特
別
長
い
 
 

距
を
天
狗
の
鼻
に
た
と
え
た

も
の
で
す
。
 

▽
カ
キ
ド
ウ
シ
（
、
ンソ
科
）
。
 

垣
根
を
く
ぐ
り
ぬ
け
る
と
こ

ろ
に
名
前
の
由
来
が
あ
り
ま

す
。
花
は
唇
形
、
葉
は
対
生
、
 

茎
は
四
角
、
芳
香
が
あ
る
と

い
う
シ
ソ
科
の
特
徴
を
備
え

て
い
ま
す
。
 

▽
セ
イ
ョ
ウ
タ
ン
ポ
ポ

（
キ

ク
科
）
。西
洋
か
ら
帰
化
し
た

の
で
、
そ
の
名
が
あ
り
ま
す
。
 

昔
か
ら
日
本
に
あ
る
も
の
を

エ
ゾ
タ
ン
ポ
ポ
と
言
い
ま
す

が
、
少
な
く
な
っ

て
し
ま
い

ま
し
た
。
 

▽
ア
ズ
マ
ギ
ク
（キ
ク
科
）
。
 

淡
い
紫
色
の
花
を

つ
け
る
エ

キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
多
年
草
で
、
 
 

花
姿
が
タ

ン
ポ
ポ
に
似
て
い

ま
す
。
和
名
は
東
日
本
に
生

え
る
菊
の
意
味
で
す
。
 

▽
キ
ジ
ム
シ
口
（
バラ
科
）
。
 

黄
金
色
の
美
し
い
花
を
咲
か

せ
、
地
面
に
茎
葉
を
広
げ
て

い
ま
す
。
和
名
維
蓮
は

そ
の

草
姿
に
由
り
ま
す
。
 

▽
ハ
コ
べ
と
ウ
シ
ハ
コ
べ
 

（共
に
ナ
デ
シ
コ
科
）
。両
者
は

と
て
も
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、
 

め
し
べ
の
先
が
三
裂
す
る
の

が
ハ
コ
べ
で
、
五
裂
す
る
の

が
ウ
シ

ハ
コ
べ
で
す
。
共
に

小
さ
な
白
花
を

つ
け
ま
す
。
 

▽
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
（
ア
ブラ

ナ
科
）
。種
漬
花
の
意
味
で
す
c
 

こ
の
花
が
咲
き
始
め
る
と
モ

ミ
を
水
漬
に
し
た
と
い
う
こ

と
に
和
名
の
由
来
が
あ
り
ま

す
c
四
弁
の
白
い
小
花
を

つ

け
ま
す
c
 

新入学（園 

事故防止で市長ら街頭から呼びかけ 

せ
ま
い
道
 
大
き

く
広
げ

る
 
ゆ
ず

り
あ
い
 

、
 

、
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一
 

霧
「
霧
護
黙

教
 

室
」
 
が次
の
日
程
で
開
か
れ

ま
す
。
 

今
回
の
テ

ー
マ
は
、「妊
娠

時
の
出
血
」
 
につ
い
て
で
す
。
 

ー

《
 

ノ
 

ロ
主
催
 
北
五
医
師
会

・

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会

毎
回
聴
講
に
修
了
証
を
差

し
上
げ
ま
す
 

今
回
か
ら
年
間
を
通
し
て

回
聴
講
さ
れ
た
方
に
は
、
 

四
月
の
「
み
ん
な
の
健
康
教
室
」
 

妊
娠
時

の
出

血
に
つ
い

て
 

記
念
 

品
を
 

添
え
 

ロ
と
き
 
四
月
二
十
七
日
 

（
金
）
午
後
一
時
か
ら
 

一
 
ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
 

階
ホ
ー
ル
 

I
《
ー
 

て
、
「
み
ん
な
の
健
康
」
修
了

証
を
差
し
上
げ
ま
す
。
 

ど
な
た
も
お
気
軽
に
お

い

で
下
さ
い
。
 

、
 

市
立
五
所
川
原
小

学
校

（長
尾
勝
衛
校

長
）
に
こ
の
ほ
ど
、
 

新
し
い
グ
ラ
ン
ド

・

ピ
ア
ノ
が
入
り
全
児

重

・
生
徒
が
出
席
し

て
引
き
渡
し
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

同
校
で
は
、
P
T
 

A
の
協
力
を
あ
お
ぎ
、
 

児
童

・
生
徒
の
各
家

庭
で
使
わ
れ
な

い
ま

ま
し
ま
っ
て
あ
る
ス

タ
ン
プ
類
の
収
集
を

呼
び
か
け
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の

一
年
間

で
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ン
 

新
し

い
グ

ラ
ン
ド

・
 
ピア
ノ
だ
よ
 

裂 ->-I 万枚と交換五ノ」、 

第

一
次
二
等
陸

・
海

・
空
士
募
集
 

口
募
集
期
限
 
六
月
三
ト
H
 

口
採
用
試
験
の
期
日

・
試
験
場
等
 

昭
和
五
十
四
年
六
月
 
一
日
（金
）
 
 

昭
和
五
十
四
年
五
月
 
四
日
（
金）
 
 

昭
和
五
十
四
年
六
月
 
四
旦

月
）
 
 

昭
和
五
＋四
年
五
月
 
二
日
（水
）
 
 

昭
和
五
十四
年
五
月
 
七
日
（月
）
 
 

昭
和
五
十
四
年
六月
 
六
日
（水
）
 
 

試
 

験
 
期
 

日
 

午前十時 午前十時 午前十時 開
時
 
始
刻
 

八
戸
市
 

弘
前
市
 

青
森
市
 

位
 
置
 

試
 

験
 
場
 

陸
上
自
衛
隊
八
戸駐
と
ん
地
 

陸
上
自
衛
隊
弘
前
駐
と
ん
地
 

陸
上
自
衛
隊
青
森
駐
と
ん
地
 

名
 
称
 

営
業

窓

口
時
間
が

変

更
 

電
報
電
話

局
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
も

う
納
め
ま
し
た
か
？
・
。納
め
忘

れ
が
な
い
か
、
も
う

一
度
お
調

べ
下
さ
い
。
 

五
十
三
年
度
の
四
期
分
は
、
 

四
月
二
十
八
日
ま
で
に
納
め
て

下
さ
い
。
 

も
し
、
期
限
ま
で
に
保
険
料

を
納
め
ま
せ
ん
と
、
事
故
に
あ

っ
た
場
合
の
障
害
年
金
、
母
子

年
金
、
遺
児
年
金
等
各
種
の
年

金
は
受
け
ら
れ
な
い
し
、
将
来

老
齢
年
金
も
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。
 

そ
ん
な
と
き
、
あ
わ
て
て
保

険
料
を
納
め
て
も
間
に
合
い
ま
 
 

プ
が
五
十
万
枚
、
ブ
ル
ー
チ
ッ

プ
が
二
十
二
万
枚
集
ま
り
ま

し
た
。
 

こ
の
た
め
、
グ
リ
ー
ン
ス

タ
ン
プ
五
十
万
枚
で
、
グ
リ
 

ー
ン
ス
タ
ン
プ
株
式
会
社
と

グ
ラ
ン
ド

・
ピ
ア
ノ
の
交
換

を
行
っ
た
も
の
で
、
三
月
一
一

十
四
日
、
同
社
の
関
係
者
も

出
席
し
て
引
き
渡
し
さ
れ
た

も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
黒
塗
り
の
真

新
し
い
ピ
ア
ノ
を
演
奏
し
て
、
 

さ
っ
そ
く
全
員
で
校
歌
を
合

唱
、
翌
二
十
四
日

の
卒
業
式

に
も
父
兄
や
来
賓
に
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
 

せ
ん
の
で
、
保
険
料
は
、
必
ず

期
限
ま
で
に
納
め
て
下
さ
い
。
 

20歳になったら 

国民年金に加入を 

明
治
四
十
四

年
四
月
二
日
以

後
に
生
ま
れ
た

満
二
十
歳
以
上

の
方
で
、
ま
だ

国
民
年
金
に
入

っ
て
い
な
い
方
、
 

厚
生
年
金
等
を

や
め
た
方
は
、
 

必
ず
国
民
年
金

に
加
入
し
て
下

さ
い
。
 

,
 

電
報
電
話
局
の
営
業
窓
口
時

間
が
、
四
月
十
六
日
（
月
）
か

ら
全
国
い
っ
せ
い
に
次
の
と
お

り
変
更
と
な
り
ま
す
。
 

ロ
平
日
 
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
 

ロ
土
曜
日
 
午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で
 

な
お
、
営
業
に
関
す
る
電
話

の
受
け
付
け
は
、

こ
れ
ま
で
ど

お
り
で
す
。
 

口
平
日
 
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で
 

ロ
土
曜
日
 
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
零
時
三
十
分
ま
で
 

（五
所
川
原
電
報
電
話
局
）
 

体
の
不
自
由
な
方
へ
 

は
が
き
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

郵
便
局
で
は
、
今
年
も
身
体
 
 

障
害
者
福
祉
強
調
運
動
の
ー
つ

と
し

て
、
重
度
身

体
障

害
者
 

（
一
級
、一
一級
）
に
、
「青

い
鳥
は

が
き
」
を

一
人
二
十
枚
ま
で
さ

し
あ
げ
ま
す
。
 

該
当
す
る
方
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
を
持
参
し
、
五
月
三
十

一
日
ま
で
最
寄
り
の
郵
便
局
へ

お
申
し
出
下
さ
い
。
代
理
の
方

で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
 

申
し
込
み
用
紙
は
、
郵
便
局

か
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
 

郵
便
に
よ
る
申
し
込
み
も
、
受

け
付
け

い
た
し
ま
す
。
 

（五
所
川
原
郵
便
局
）
 

堀
内
さ
ん
十
万

円
寄
付
 

堀
内
正
男
前
教
育
委
員
会
教

育
次
長
は
三
月
二
十
三
日
、
退
 

職
を
記
念
し
「
奨
学
資
金
に
役

立
て
て
下
さ

い
」
と
市
教
育
振

興
会
へ
現
金
十
万
円
を
寄
付
し

ま
し
た
。
 

忘
れ

た
ら

大
変
ク
 

国
民
年
金
の
保
険
料
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